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概要 

プログラミング基礎学習と英語ライティング学

習には共通点がある。英語では｛書くことは考

えること」だといわれているが、プログラミン

グでも「プログラミングは考えること」と言い

換えられる。ライティング学習では、教育上の

が参加した。教育効果として、①書くことで、

単語や文法などの知識と技能が身につく②書く

ことで、思考力・判断力・表現力が 

身につく③書くことで、学びに向かう姿勢の向

上につながる。プログラミング基礎でも同様な

ことが言える。学習が似ているのであれば、同

時に学習するのが良いのか疑問がわく。そこで、

プログラミング基礎学習と英語学習（ライティ

ング）の類似点を考えさせるために、例として

Pythonでの基本学習を Moodleで実施した。40分

の学習の後、英語学習とプログラミング学習の

類似点に関するアンケートに答えさせた。プロ

グラミング学習と英語学習を同時に行うことが

役立つのか混乱するのかなどのアンケートを実

施した。 

授業内容 

授業 1回分のオンライン教材を準備した。 

① Print などの目例後の後に引数が書かれ、引

数はカッコでくくる。文字列の場合は”“加

え、小文字で書き、ピリオドはつけない。 

② 四則計算 

③ Input関数について 

④ 音読や聞き取りの効果と練習 

⑤ 比較演算の練習と読み方 

⑥ If  else 構文 

⑦ 比較演算と論理演算の練習 

 

内容確認問題が４課題あり、小プログラムを書

く問題が 2題あった。 

 

アンケートは 2種類あり、アンケート 1は内容確 

認問題が 5個、アンケート２では、プログラミン 

グ学習と英語学習を中学 3年次で学ぶことについ

て、役立つか？混乱するか 難しいか やりや

すいかについて質問した。 

結果と考察 

大学に付属している有名な高校で、3年生 

2 クラスが参加した。予定ではアンケートへの解

答を含め、50 分で終了と考えていたが、監督者

の判断で。すべての問題に答える時間が与えら

れた。90 分かかった学生もいた。監督者によれ

ば、ゲーム感覚で、楽しんでいたということで

ある。103点満点で、 

Ｂクラスの平均点が 56.41で、ＳＤは 14.56であ

った。Ｇクラスの平均点は 55.13 で、ＳＤは

15.40であった。ｔ－検定ではｔ＝0.1428で、有

意差はなかった。有意差がなかったので、2 クラ

スを合体して、分析することも考えたが、アン

ケートの回答に違いが見受けられたので、別々

に分析することにした。 

アンケート１の内容 

プログラミング学習と英語学習で当てはまるこ

とには〇、どちらでもないには△、当てはまら

ないことには×をカッコ内に書き入れてくださ

い。 

１プログラミングのコマンドは英語の動詞であ

ることが多い。 

２プログラミングでも英語でも規則がある。 

３プログラミング学習でも英語学習でも音読が

役立つ。 

４プログラミング学習でも英語学習でも聞き取

りが役立つ。 

５プログラミングの演算式は、英文で表現でき

る。 

表 1、表 2 は 2 クラスの結果と内容確認問題との

相関を示す。〇、△、×は 3 点、0 点－3 点とか

ていした。 
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表 1 アンケート１の結果（Bクラス 

   35名参加） 

問題番号 〇 △ × 相関 

① 26 7 2 0.2466 

② 31 4 0 

-

0.1004 

③ 24 5 6 

-

0.1004 

④ 13 9 13 

-

0.0444 

⑤ 21 8 6 0.0491 

 

表２ アンケート 1の結果（Gクラス） 

   36名参加 

問題番号 〇 △ × 相関 

① 26 7 0 0.3413 

② 29 3 1 0.1751 

③ 12 11 10 

-

0.0105 

④ 9 10 14 0.2263 

⑤ 23 4 6 0.0973 

 

① の問題は正解が多く、確認問題と相関も他の

問題に比べ良好である。 

② の問題も規則があることを説いており、正解

者数が最も多が、確認問題との相関は①に比

べ、劣っている。 

③ の問題は音読の効果についての質問で、課題

では、効果があると教示していたにもかかわ

らず、賛成している被検者は少な目で、特に

G クラスは半数にも満たない。これは、この

課題で、体験してみて、それほどの効果を感

じられない人が Bde11名、Gで 21名いたこと

になる確認問題との相関も低い。 

④ 聞き取りの効果について質問したが、効果が

あると答えた人は 3 分の 1 以下で、音読より

も低調である。Bha 確認問題とのそうかが低

いが、Gは相関がやや高い。 

⑤ 塩酸式は英文で書き換えられるかを問い問題

であった。これは、練習課題でも練習したこ

とである。賛成する被検者が 3 分の 2 程度い

るが、内容確認問題との相関は低い。これは、

内容確認問題の点数は分散が大きく、×や三

角と答えている人の成績が良かったりしたた

めであろう。 

アンケート２の内容 

 中学 3年生から、英語とプログラミングを同時

期 に 学 習 す る こ と は ど う で す か ？ 

賛成できる場合は〇、どちらでもない場合は△、

賛成できない場合は×を書いてください 

１ 中学 3年生から、同時に学ぶことは学習に役

立つ。  

２ 中学 3年生から同時に学ぶことは混乱を招く。 

３ 中学 3年生から同時に学ぶことは難しい。 

４ 中学 3年生から同時に学ぶことはやりやすい。 

相関は〇。△、×を３，０，―３として、プロ

グラムを各課題の点数との相関を求めた。 

表３、４は結果を示す。 

表３ アンケート２（Bクラス） 

  34名参加 

問題番号 〇 △ × 相関 

① 17 11 6 

-

0.1094 

② 5 7 22 0.0618 

③ 3 10 21 0.1585 

④ 6 17 11 -0.288 

 

表 5 アンケート２（Gクラス） 

   32名参加 

問題番号 〇 △ × 相関 

① 18 6 8 

-

0.1323 

② 8 10 14 0.3924 

③ 7 6 19 0.2829 

④ 7 13 12 0.0208 

 

① B クラスも G クラスも半数の被験者がプログ

ラミング学習と英語学習を中学 3 年生で同時

に学習することは役立つと答えている。 

② 同時に学習することは混乱すると答えている

のは Bでは６分の１で、Gでは ４分の１の被

験者で、B では、成績の良い人ほど混乱する

と考えている。 

③ 同時に学習することは難しくないと考えてい

る被験者が半数。 

④ 同時に学習することがやりや少ないと考えて

いる被験者が Bでも Gでも３分の１いた。 

以上のことから、プログラミングと英語学習を

中学３年次で同時に学習することは、肯定的に

とらえられているといえる。 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-364

情報処理学会第85回全国大会


